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プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
写
真
誌
を
分
析
し

政
府
の
戦
争
宣
伝
を
明
ら
か
に
す
る

小
泉
信
三
著
、都
倉
武
之（
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー

准
教
授
）、松
永
浩
気（
幼
稚
舎
教
諭
）ほ
か
編

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
３
０
２
４
円

（
２
０
１
７
年
１
月
）

　「
戦
争
に
国
民
を
動
員
せ
よ
」。
戦
時
下
の
政

府
が
、
戦
争
遂
行
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
国
民
に

わ
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
で
発
行
し

た
の
が
『
写
真
週
報
』。
日
中
戦
争
勃
発
約
半

年
後
の
１
９
３
８
年
２
月
か
ら
終
戦
間
際
の
45

年
７
月
ま
で
続
き
、
膨
大
な
写
真
が
掲
載
さ
れ

た
。
イ
ラ
ス
ト
や
漫
画
も
多
数
使
わ
れ
、「
ぜ
い

た
く
は
敵
だ
」
な
ど
、
戦
時
下
の
国
民
の
果
た

す
べ
き
役
割
が
、
わ
か
り
や
す
く
明
る
い
タ
ッ

チ
で
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
２
冊
は
、そ
の『
写

真
週
報
』
を
徹
底
的
に
分
析
し
、
当
時
の
政
府

の
宣
伝
戦
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
を

明
ら
か
に
し
た
労
作
。
徐
々
に
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
く
国
民
の
姿
が
、
透
け
て
見
え
て
く

る
。

◉
中
野
冠
（
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授
）
著

　『
い
ま
世
界
で
は
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
い
る
の
か
！
│
取
り
残

さ
れ
る
日
本
の
も
の
づ
く
り
』
日
刊
工
業
新
聞
社
／
１
７
２
８
円
（
２
０
１
７
年
６
月
）

◉
石
田
英
夫
（
名
誉
教
授
）
著

　『
人
こ
そ
を
か
し
け
れ
│
あ
る
経
営
学
者
の
回
想
』
サ
ノ
ッ
ク
ス
／
１
６
２
０
円

（
２
０
１
７
年
７
月
）

◉
小
川
原
正
道
（
法
学
部
教
授
）
著

　『
西
南
戦
争
と
自
由
民
権
』慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
３
４
５
６
円（
２
０
１
７
年
７
月
）

◉
前
野
隆
司
（
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授
）
著

　『
実
践
　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
│
幸
せ
の
サ
イ
エ
ン
ス
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
／
９
２
９
円

（
２
０
１
７
年
８
月
）

◉
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
リ
ガ
ン
著
、
赤
木
完
爾
（
法
学
部
教
授
）
ほ
か
訳

　『
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
道
│
破
局
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
』
慶
應
義
塾
大
学
出

版
会
／
３
４
５
６
円
（
２
０
１
７
年
８
月
）

◉
岩
田
健
著
、
近
藤
由
紀
彦
（
横
浜
初
等
部
教
諭
）、
山
内
慶
太
（
看
護
医
療
学
部
教
授
）

ほ
か
編

　『
岩
田
健
　
小
学
校
劇
脚
本
集
│
指
導
者
の
劇
作
り
入
門
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／

３
２
４
０
円
（
２
０
１
７
年
９
月
）

教
職
員
執
筆
の
新
刊

（価格は全て税込／編著者の職名は原則として発行当時のもの）

B O O K W I N D O W S
慶應義塾に関連した出版物や教職員の新刊著書などを中心に、 本に関する情報をお届けします。

『
小
泉
信
三
エ
ッ
セ
イ
選
２  
私
と
福
澤
諭
吉
』

慶
應
義
塾
こ
の
一
冊

玉
井
清 

（
法
学
部
教
授
） 

編
著

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
各
３
６
７
２
円
（
２
０
１
７
年
７
月
）

『「
写
真
週
報
」
と
そ
の
時
代
（
上
）

戦
時
日
本
の
国
民
生
活
』

『「
写
真
週
報
」
と
そ
の
時
代
（
下
）

戦
時
日
本
の
国
防
・
対
外
意
識
』

　
義
塾
を
象
徴
す
る
名
塾
長
で
あ
り
、
今
上
天

皇
の
皇
太
子
時
代
の
教
育
係
だ
っ
た
小
泉
信
三

は
、
名
文
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
戦
死
し
た

息
子
の
思
い
出
を
私
家
版
と
し
て
綴
り
、
没
後

の
１
９
６
６
年
に
出
版
さ
れ
た
『
海
軍
主
計
大

尉
小
泉
信
吉
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

本
書
は
、
そ
の
小
泉
の
珠
玉
の
エ
ッ
セ
イ
選
集

第
２
弾
。
父
も
塾
長
で
あ
っ
た
小
泉
が
、「
福
澤

先
生
と
私
」「
福
澤
諭
吉
を
語
る
」
な
ど
、
子
供

時
代
か
ら
知
っ
て
い
る
福
澤
に
つ
い
て
尊
敬
と

親
愛
の
念
を
込
め
て
書
い
て
い
る
。
小
泉
信
三

の
気
品
あ
る
文
章
に
ぜ
ひ
ふ
れ
て
ほ
し
い
。


